
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鉄筋コンクリート構造物の最上層における柱梁接合部において、柱梁接合部内 筋さ
れ 主筋の上端部に定着板が設けられ

ことを特徴とする鉄筋コンクリート構造
物の最上層における柱と梁の接合構造。
【請求項２】
　

ことを特徴
とする請求項１に記載の鉄筋コンクリート構造物の最上層における柱と梁の接合構造。
【請求項３】
　 り曲げ配筋された柱梁接合部内の梁上端主筋の先端部には定着板が設けられたことを
特徴とする請求項 に記載の鉄筋コンクリート構造物の最上層における柱と梁の
接合構造。
【請求項４】
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に配
た柱 、柱梁接合部内の梁上端主筋が折り曲げ配筋され

、柱梁接合部内の梁下端主筋の先端部には定着板が設けられ、柱梁接合部内における梁上
端主筋には、コ字形の柱頭補強筋が下側を向きその垂直部が帯筋に内接しかつ柱主筋に沿
った状態で、梁上端主筋と直交方向に配筋された

柱梁接合部内における梁上端主筋には、コ字形の柱頭補強筋が下側を向きその垂直部が
帯筋に内接しかつ柱主筋に沿った状態で、梁上端主筋と平行方向に配筋された

折
１または２

鉄筋コンクリート構造物の最上層における柱梁接合部において、柱梁接合部内に配筋さ
れた柱主筋の上端部に定着板が設けられ、柱梁接合部内を貫通して梁主筋が配筋され、該
柱梁接合部内における梁上端主筋には、コ字形の柱頭補強筋が下側を向きその垂直部が帯



ことを特徴とする鉄筋コンクリート構造物の最上層における柱と梁
の接合構造。
【請求項５】
　柱主筋には中子筋が配筋されたことを特徴とする請求項４に記載の鉄筋コンクリート構
造物の最上層における柱と梁の接合構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は鉄筋コンクリート構造物の最上層における柱と梁の接合構造に関するものである
。
【０００２】
【従来の技術】
鉄筋コンクリート構造物における柱梁接合部については特開２０００－３５５９７６号公
報の発明が開示されている。この柱梁接合部においては梁主筋を柱内において下側に折り
曲げて定着していた。また柱梁接合部における最上層においては、図８に示すように、柱
主筋２０の定着長を確保するために、柱２１上部に定着用のスタブ２２を設ける必要があ
った。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上記のような建物においては最上階にスタブが突出するために施工が困難になり
、かつ意匠的な見栄えが悪いという問題があった。
【０００４】
本発明は上記のような問題に鑑みてなされたものであり、その目的は、施工が簡単で、か
つ意匠的な見栄えの良い鉄筋コンクリート構造物の最上層における柱と梁の接合構造を提
供することである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　以上の課題を解決するための鉄筋コンクリート構造物の最上層における柱と梁の接合構
造 鉄筋コンクリート構造物の最上層における柱梁接合部において、柱梁接合部内
筋され 主筋の上端部に定着板が設けられ

ことを特徴とする。また

ことを含む。また り曲
げ配筋された柱梁接合部内の梁上端主筋の先端部には定着板が設けられたことを含むもの
である。
　

また柱主筋には中子筋が配筋されたことを含むものである。
【０００６】
柱主筋を梁内に納め、かつ上端部の定着板で定着力を確保したことにより、スタブを設け
る必要がないので簡単な施工で、かつ意匠的に見栄えの良い鉄筋コンクリート構造物の最
上層における柱と梁の接合構造を構築することができる。柱頭補強筋または中子筋により
、柱梁接合部における変形性能および靱性を十分に確保することができる。
【０００７】
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筋に内接しかつ柱主筋に沿った状態で、梁上端主筋と直交方向または平行方向の少なくと
も一方向に配筋された

は、 に配
た柱 、柱梁接合部内の梁上端主筋が折り曲げ配筋

され、柱梁接合部内の梁下端主筋の先端部には定着板が設けられ、柱梁接合部内における
梁上端主筋には、コ字形の柱頭補強筋が下側を向きその垂直部が帯筋に内接しかつ柱主筋
に沿った状態で、梁上端主筋と直交方向に配筋された 柱梁接合部
内における梁上端主筋には、コ字形の柱頭補強筋が下側を向きその垂直部が帯筋に内接し
かつ柱主筋に沿った状態で、梁上端主筋と平行方向に配筋された 折

また鉄筋コンクリート構造物の最上層における柱と梁の接合構造は、鉄筋コンクリート
構造物の最上層における柱梁接合部において、柱梁接合部内に配筋された柱主筋の上端部
に定着板が設けられ、柱梁接合部内を貫通して梁主筋が配筋され、該柱梁接合部内におけ
る梁上端主筋には、コ字形の柱頭補強筋が下側を向きその垂直部が帯筋に内接しかつ柱主
筋に沿った状態で、梁上端主筋と直交方向または平行方向の少なくとも一方向に配筋され
たことを特徴とする。



【発明の実施の形態】
　以下、本発明の鉄筋コンクリート構造物の最上層における柱と梁の接合構造（以下
と梁との接続構造という）の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。また各実施の
形態において同じ構成は同じ符号を付して説明し、異なった構成にのみ異なった符号を付
して説明する。
【０００８】
本実施の形態は、鉄筋コンクリート構造物の最上層の外周囲における柱と梁の接合構造を
対象とし、図１は第１の実施の形態、すなわちＬ形の柱と梁の接合構造を示したものであ
る。
【０００９】
　この柱と梁の接合構造１は、柱主筋２が梁から突出せずに柱梁接合部内に配筋され、そ
の上端部に柱主筋２と直交した定着板３が設けられている。この定着板３は平面円形であ
り、柱主筋２の上端部にねじ込まれている。また定着板３は円形に限らず、楕円形または
方形であってもよく、複数の柱主筋２にわたって（柱主筋を束ねるようにして）設けても
よい。また梁主筋４は柱梁接合部内まで延び、上端主筋５が外側の柱主筋６付近で下側に
折り曲げられている。また、この上端主筋の先端部と、外側の柱主筋６まで延びた梁下端
主筋７の先端部とには、定着板３が設けられている。この定着板３も前記の定着板３と同
じものであり、前記と同じように楕円形または方形のものであってもよい。また

には コ字形の柱頭補強筋８、９が下側を向いて帯筋６ａに内接した
状態で、梁上端主筋５と直交方向および平行方向に配筋されている。この梁上端主筋５と
平行方向の柱頭補強筋８は、

で各梁上端主筋５の一側面または
両側面に沿って配筋され、梁上端主筋５と直交方向の柱頭補強筋９もコの字を下に向け

、各梁上端主筋５を跨ぐよう
にして配筋されている。なお、柱頭補強筋 ９は上記のように梁上端主筋５と直交方向
および平行方向に配筋されたものに限らず、梁上端主筋５と直交方向にのみ、または平行
方向にのみ配筋することもできる。
【００１０】
また図２は、上記の柱と梁の接合構造１の層せん断力と層間変形角との関係を示した試験
結果であり、これにより十分な変形性能と靱性とを備えていることを確認することができ
る。
【００１１】
また図３は第２の実施の形態の柱と梁の接合構造１０を示し、柱梁接合部内でで下側に折
り曲げ配筋された梁上端主筋５が柱内部にまで延び、その先端部に定着板３がねじ込まれ
ていないものであり、これ以外は第１の実施の形態の柱と梁の接合構造１と同じ構成であ
り、同じ効果を奏するものである。
【００１２】
また図４は第３の実施の形態の柱と梁の接合構造１３を示したものであり、梁上端主筋５
と直交方向および平行方向にコ字形の柱頭補強筋８、９が配筋されていないこと以外は、
第２の実施の形態の柱と梁の接合構造１と同じ構成である。
【００１３】
　また図５は第４の実施の形態、すなわちＴ形の柱と梁の接合構造１４を示したものであ
る。この柱と梁の接合構造１４は、柱主筋２が梁から突出せずに柱梁接合部内に配筋され
、その上端部に柱主筋２と直交した定着板３が設けられ、この定着板３が設けられた柱主
筋２には中子筋１５が交差状に配筋して構成されている。また梁主筋４は柱梁接合部内を
貫通して配筋され、この柱梁接合部内には梁上端主筋５と直交方向および平行方向のコ字
形の柱頭補強筋８、９が配筋されている。この梁上端主筋５と平行方向の柱頭補強筋８は
、上記と同じように、コの字を下に

で各梁上端主筋５の一側面または両側面に沿って配筋されて帯筋６ａと内接し
、梁上端主筋５と直交した柱頭補強筋９もコの字を下に
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、柱

柱梁接合
部内の梁上端主筋５ 、

図１に示すように、コの字を下に向けその垂直部８ａが帯筋
に内接しかつ柱主筋２に沿って所定長さ配筋された状態

そ
の垂直部９ａが柱主筋２に沿って所定長さ配筋された状態で

８、

向けその垂直部８ａが柱主筋２に沿って所定長さ配筋
された状態

向けその垂直部９ａが柱主筋２に



で各梁上端主筋５を跨ぐようにして配筋されて帯筋６ａと
内接している。
【００１４】
また図６は上記の柱と梁の接合構造１４の層せん断力と層間変形角との関係を示した試験
結果であり、これにより十分な変形性能と靱性とを備えていることを確認することができ
る。
【００１５】
図７は第５の実施の形態の柱と梁の接合構造１６を示したものであり、柱主筋２に中子筋
１５が配筋されていないこと以外は、第５の実施の形態の柱と梁の接合構造１４と同じ構
成である。
【００１６】
なお、図１、３、４～６および８における柱と梁の接合構造１、１０、１３、１４、１６
は鉄筋コンクリート構造物の最上層に限らず、他の箇所、例えば内部における柱と梁の接
合構造にも適用することができる。また、この柱と梁の接合構造１、１０、１３、１４、
１６は鉄骨鉄筋コンクリート構造物の最上層にも適用することができる。また上記の最上
層とはセットバック部の最上層も含まれるものとする。
【００１７】
【発明の効果】
柱主筋を梁内に納め、かつ上端部の定着板で定着力を確保したことにより、スタブを設け
る必要がないので簡単な施工で、意匠的に見栄えの良い鉄筋コンクリート構造物の最上層
における柱と梁の接合構造を構築することができる。
【００１８】
柱頭補強筋または中子筋により、柱梁接合部における変形性能および靱性を十分に確保す
ることができた。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施の形態の柱と梁の接合構造を示し、（１）は平面図、（２）は側面図
である。
【図２】第１の実施の形態の柱と梁の接合構造の層せん断力と層間変形角との関係を示し
た図である。
【図３】第２の実施の形態の柱と梁の接合構造を示し、（１）は平面図、（２）は側面図
である。
【図４】第３の実施の形態の柱と梁の接合構造を示し、（１）は平面図、（２）は側面図
である。
【図５】第４の実施の形態の柱と梁の接合構造を示し、（１）は平面図、（２）は側面図
である。
【図６】第４の実施の形態の柱と梁の接合構造の層せん断力と層間変形角との関係を示し
た図である。
【図７】第５の実施の形態の柱と梁の接合構造を示し、（１）は平面図、（２）は側面図
である。
【図８】従来の柱と梁の接合構造を示し、（１）はＬ形の接合構造の側面図、（２）はＴ
形の接合構造の側面図である。
【符号の説明】
１、１０、１３、１４、１６　柱と梁の接合構造
２、６、２０　柱主筋
３　定着板
４　梁主筋
５　梁上端主筋
６ａ　帯筋
７　梁下端主筋
８、９　柱頭補強筋
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沿って所定長さ配筋された状態



１５　中子筋
２１　柱
２２　スタブ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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